
令和 7年度日本大学松戸歯学部同窓会保険講習会 

 

日  時：令和 8 年 2 月 1 日  (日)  14:00～ (受付開始 13：30） 

14：00～ 小椋 正之 先生 (日本大学松戸歯学部歯科医療管理学講座 教授) 

15：30～ 菊池不佐男 先生 (同窓会顧問弁護士) 

場  所：日本大学桜門会館 3 階会議室  

東京都千代田区五番町 2-6 (市ヶ谷駅より徒歩 1 分) 

受 講 料：無 料 

申込方法：FAX  047-362-7272 または 

           Google フォーム (https://forms.gle/5SHhfmqV7D6mBkB18) 

申込期限：令和 8 年 1 月 17 日 (土) 

※講習会終了後に同会場 4 階にて講師を交えての懇親会を行います。 

たくさんの方のご参加をお待ちしております。 

 

≪  保 険 講 習 会 申 込 書  ≫ 

◎ 保険講習会に ( 参加 ) します。 

◎ 懇親会に     ( 参加  ・  不参加 ) します。 どちらかに〇をお願いいたします。 

お名前 (漢字・ふりがな) ：                                                         

卒業期 ： 松戸歯学部      期 ・ 歯学部      回 ・ その他 (                大学卒) 

メールアドレス ：                                    @                            

【問合せ先：日本大学松戸歯学部同窓会】 

TEL 047-366-2834   E-mail mascat.douso@nihon-u.ac.jp 

歯科界を取り巻く現状 

わが国の総人口は 2010 年にピークを迎え、その後減少傾向に転じている。また、15～64 歳の

生産年齢人口は 1995 年をピークとして減少しており、1995 年から 2025 年までの 30 年間で約

1,500 万人が減少した。さらに今後も減少は続くと見込まれ、2040 年には現在よりも約 1,200 万

人少なくなると予測されている。すなわち、ピーク時の 1995 年と 2040 年を比較すると、生産

年齢人口は約 2,700 万人以上減少する見込みであり、これは東京都の人口 2 つ分に相当する働

き手が失われる規模である。こうした人口構造の変化は、歯科界に限らず、わが国のあらゆる産

業に深刻な影響を及ぼしており、若年層の労働力不足はすでに大きな課題となっている。今後、

この傾向は一層顕著となることが懸念される。 

当日は、こうした人口構造の変化に加え、歯科医師の養成課程や歯科衛生士が行う歯科診療の

補助など、現在の歯科界を取り巻く現状について概説する予定としている。 

講師：小椋正之（日本大学松戸歯学部歯科医療管理学講座 教授） 

1998 年 4 月   厚生省入省（現 厚生労働省） 

2016 年 4 月   厚生労働省保険局歯科医療管理官 

2021 年 7 月   厚生労働省医政局歯科保健課長 

2024 年 6 月   厚生労働省退職 

2024 年 10 月  日本大学松戸歯学部歯科医療管理学講座 教授 

2025 年 4 月～ 日本大学松戸歯学部付属病院 副病院長 

申込用 Google フォーム 


